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実践報告・資料

1．はじめに
　岩石の学習は，学習者が身近な大地の成因を知る上で
の基礎であり，防災・環境保全教育に繋がりうるため重
要である．岩石の学習には露頭における実物の観察が伴
われることが望ましい．しかし，野外観察を実施する小
中学校は全国的に少なく（三次，2008），岩石の学習に
おける大きな課題となっている．三次（2008）によると，
野外観察の実施が困難な学校では，室内における岩石標
本観察や，映像教材を用いた授業が実施されている事例
が多い．野外観察の機会増加の実現は理想的であるが，
現状では容易ではないと考えられる．多くの学校で室内
学習が実施されている状況を考慮すると，岩石の室内学
習用教材の充実も，地学（理科）において取り組むべき
重要課題の一つといえよう．
　上記の状況・課題を背景として，岩石を題材としたカー
ドゲーム教材「火成岩カード」（三好ほか，2016）が開
発され，この教材を用いた岩石に関する新たな室内学習
方法が提案されている．火成岩カードは，単元「大地の
変化」で学習する内容（岩石名・造岩鉱物名・有色鉱物
と無色鉱物の量比・マグマの粘度・火山岩と深成岩の成
因）を含んでおり，学習者がゲームを繰り返すことで知
識を得て整理し，定着させることをねらいとしている．
実際，三好ほか（2016）による中学生を対象とした実
践では，火山活動と岩石の学習における火成岩カード
ゲームの有用性が示唆された．
　著者らは今回，火成岩カードに続く新たな岩石の室内
学習用教材として，「堆積岩カード」を作成した．科学
教育関連の学習カード教材開発事例はこれまでにいく
らか報告されている（例えば，中村，2011；標葉ほか
2017）が，地球科学分野の岩石の内容に特化したカー

ドゲームの報告例は多くない．古生物を題材とした「恐
竜・古生物カードゲーム　パレオン」（合同会社マイアー
ス・プロジェクト商品）などが市販されているが，「堆
積岩」を題材としたカードゲームは国内ではあまり報告
例がなく，新規性を有するといえよう．
　開発した堆積岩カードの内容に対する中学生の評価，
岩石の学習における有用性について調べるため，中学校
において本教材を用いた授業実践および授業後アンケー
ト調査を行った．

2．堆積岩カードの概要
　開発した堆積岩カードは，中学校 1年生理科単元「大
地の変化」で学習する内容のうち，堆積岩の種類・特徴・
成因を網羅している．視覚的にわかりやすいように，単
純なイラストや明瞭な写真を掲載し，説明の文字数は可
能な限り少なくするよう心掛けた．
　堆積岩カードは全部で 54枚あり，“通常の ” 堆積岩（礫
岩・砂岩・泥岩）カード，成因が特徴的な堆積岩（石灰
岩・チャート・凝灰岩）カードが 27枚ずつという構成
である．堆積岩カードの例を図 1に示す．本論では便宜
上，“通常の ” 堆積岩カードをタイプ 1，“成因が特徴的
な”堆積岩カードをタイプ 2と記す．タイプ 1, 2は，カー
ドの縁およびカード内の線やイラストの色で区別するよ
うにした（前者が水色，後者が青色）．上記 6つの異な
る岩石について，3種類のカード（肉眼観察・実体顕微
鏡観察・偏光顕微鏡観察）が 3枚ずつ（計 9枚）含ま
れる．この 3種類は，三好ほか（2016）の「火成岩カー
ド」と同様である．
　3種類のカード（肉眼・実体顕微鏡・偏光顕微鏡観察）
の構成および掲載内容について，以下に簡潔に説明する．
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　中学校理科単元「大地の変化」の岩石の学習において，学習者がゲームを通じて知識を定着させられる
教材の開発を目指し，堆積岩カードの作成に取り組んだ．本教材は，54枚のカードからなり，この単元
で学習する岩石名・堆積環境・成因・粒径・特徴的粒子および化石などを網羅している．本教材を用いた
授業を，中学校において81名の生徒を対象に実施した．事後アンケート調査結果は，多くの生徒がゲー
ムを楽しみながら学習できたことを示した．また，本教材が特に岩石名の定着に有効である可能性が示さ
れた．
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肉眼観察カード：左上隅に「目」のシンボルを配置し，
右上隅には「堆積岩」と記した．右上隅の「堆積岩」を
囲む丸の色の違いでタイプ 1と 2を区別できるようにし
た（前者が水色，後者が青色）．右上隅の「堆積岩」と
いう表示および色分けは，その他 2種類のカード（実体
顕微鏡観察・偏光顕微鏡観察）にも共通している．カー

ド中央部には岩石の写真を載せ，その直上に岩石名を，
直下に産地を記した．タイプ 1のカード下部には，一般
的な堆積粒子の粒径分布を説明するイラストを示した．
タイプ 2のカード下部には，堆積環境・成因を説明する
イラストを示した（図 1）．
実体顕微鏡観察カード：左上隅に「虫眼鏡」のシンボル

図1．堆積岩カードの例（実物寸法：76 mm×100 mm）．写真は福井大学教育学部地学教室にて撮影．


















